
安部正一日本倉庫協会会長
「
災
害
に
強
い
倉
庫
」
へ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
万
全
に

ごあいさつ
　
本
年
４
月
以
降
、
消
費
増
税
に
伴

う
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
減
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
倉
庫
業
界
に
お
い

て
も
入
庫
数
量
、
保
管
残
高
数
量
と

も
前
年
を
上
回
る
水
準
で
推
移
し
て

い
ま
す
が
、
出
庫
数
量
の
増
加
率
が

５
月
以
降
低
下
す
る
な
ど
、
今
後
の

動
向
を
注
視
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
も
企
業
活

動
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Ｓ
Ｃ
Ｍ

の
最
適

化
を
目
指
す
物
流
効
率
化
へ
の
取
り

組
み
は
と
ど
ま
る
所
を
知
ら
ず
、
倉

庫
事
業
者
と
し
て
は
さ
ら
な
る
付
加

価
値
を
求
め
て
、
知
恵
を
絞
る
こ
と

が
肝
要
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
倉
庫
業
の
公
共
性
と
い
っ
た
観
点

か
ら
も
、
東
日
本
大
震
災
以
降
課
題

に
な
っ
て
い
る
、
大
規
模
災
害
時
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
維
持
に
関
し

て
、
効
果
的
な
対
策
を
取
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
協
会
で

は
、
災
害
対
策
を
強
化
し
た
倉
庫
を

増
や
す
た
め
、
非
常
用
通
信
機
能
や

発
電
機
の
設
置
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
「
事
業
継
続
計
画
書

Ｂ
Ｃ

Ｐ

作
成
の
て
び
き
お
よ
び
モ
デ

ル
」
を
作
成
し
会
員
事
業
者
へ
の
周

知
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　
ま
た
近
年
、
企
業
が
保
有
す
る
書

類
な
ど
の
保
管
業
務
は
営
業
倉
庫
に

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
機
密
文

書
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保

管
を
行
う
倉
庫
に
は
赤
外
線
セ
ン
サ

ー
に
よ
る
警
備
、
生
体
認
証
と
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
に
よ
る
入
退
制
御
な
ど
高
度

な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
備
え
る
倉
庫

も
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
災
害
対
策

面
に
お
い
て
も
、
免
震
構
造
を
取
り

入
れ
た
り
、
大
型
の
非
常
用
発
電
機

を
導
入
し
た
り
と
、
万
全
の
体
制
を

整
え
る
こ
と
が
サ
ー
ビ
ス
の
差
別
化

に
つ
な
が
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
一
方
、
倉
庫
事
業
者
と
し
て
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に

は
、
倉
庫
現
場
で
の
事
故
防
止
や
倉

庫
施
設
の
維
持
・
管
理
は
不
可
欠
な

も
の
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作

業
者
の
事
故
防
止
に
役
立
て
る
よ

う
、
倉
庫
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
安
全
教
育
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
し
会

員
事
業
者
向
け
に
配
布
す
る
ほ
か
、

労
災
防
止
の
た
め
の
安
全
点
検
パ
ト

ロ
ー
ル
を
会
員
事
業
者
の
事
業
場
を

対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
倉
庫
施
設
の
維
持
・
管
理
を
中

心
と
す
る
自
主
点
検
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制

作
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　
当
協
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
に
加
え
、
人
材
育
成

に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

倉
庫
業
に
関
す
る
課
題
な
ど
を
テ
ー

マ
に
し
た
物
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
毎
年

開
催
す
る
な
ど
、
各
社
の
人
的
資
源

充
実
の
一
助
と
な
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
物
流
総
合
効
率

化
法
認
定
取
得
相
談
室
の
設
置
、
倉

庫
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
保
険

制
度
の
提
供
、
情
報
シ
ス
テ
ム
支

援
、
各
種
情
報
提
供
な
ど
会
員
事
業

者
の
要
望
に
お
応
え
す
る
た
め
、
幅

広
い
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ

て
広
く
会
員
事
業
者
か
ら
求
め
ら
れ

る
協
会
活
動
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
、
ま
た
、
倉
庫
業
の
公
共
性
を
改

め
て
認
識
し
、
維
持
し
て
い
く
こ
と

を
念
頭
に
置
き
、
倉
庫
業
界
の
発
展

に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

三井倉庫が稼働を始めた韓国釜山新港物流センター

　
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
物
流
網
の
寸
断
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
影
響
が
顕
在
化
し
、
倉
庫
業
界
で
は
事
業
継
続
計
画

Ｂ
Ｃ
Ｐ

へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
国
土
交
通
省

は
８
月
に
「
荷
主
と
物
流
事
業
者
が
連
携
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
促
進
に
関
す
る
検

討
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
有
識
者
や
荷
主
、
物
流
事
業
者
が
参
加
す
る
こ
の
検

討
会
で
の
議
論
を
通
じ
、
災
害
時
に
お
け
る
協
働
体
制
の
構
築
を
目
指
し
て
い

る
。
一
方
、
製
造
業
を
中
心
に
生
産
拠
点
の
海
外
シ
フ
ト
が
加
速
す
る
中
、
物

流
会
社
で
は
、
海
外
事
業
の
強
化
が
進
む
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
を
推
進
荷
主
と
協
働
で
戦
略
検
討

海
外
拠
点
の
増
強
加
速

倉庫業

防災・減災・環境保全に対応倉庫業
鴻
池
運
輸
が

独
自
開
発
し

た
Ｋ
カ
ー
ト

は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が

コ
ン
セ
プ
ト

に
な
っ
て
い

る

　
国
交
省
は
「
荷
主
と
物
流

事
業
者
が
連
携
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定
促
進
に
関
す
る
検
討

会
」
の
第
一
回
会
合
を
８
月

日
に
開
催
し
た
。
災
害
発

生
時
の
生
産
活
動
の
早
期
再

開
に
は
、
物
流
網
を
維
持
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
生
産
活
動
を
行

う
荷
主
と
物
流
事
業
者
が
協

働
し
て
物
流
戦
略
を
立
て
る

こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
い
う

考
え
の
元
に
発
足
し
た
。
検

討
会
で
は
、
産
業
分
類
ご
と

の
物
流
体
系
の
特
徴
や
先
進

的
な
取
り
組
み
を
整
理
す
る

ほ
か
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

に
お
け
る
物
流
業
務
の
継
続

体
制
を
確
保
す
る
た
め
に
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
対
策
項
目
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　
第
一
回
の
検
討
会
で
は
、

国
交
省
が
荷
主
２
０
０
社
、

物
流
事
業
者
６
０
０
社
を
対

象
に
行
っ
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
関
す

る
実
態
調
査
の
結
果
を
報
告

し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
す

で
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て
い

る
割
合
は
、
荷
主
で

・
３

％
、
物
流
事
業
者
で

・
５

％
と
な
っ
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策

定
状
況
は
、
物
流
事
業
者
よ

り
荷
主
の
方
が
進
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

　
同
検
討
会
は
今
後
、

月

と
２
０
１
５
年
３
月
の
計
３

回
、
開
催
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。
国
交
省
で
は
３
回

の
議
論
を
通
じ
、
先
駆
的
な

取
り
組
み
な
ど
を
ま
と
め
、

荷
主
と
物
流
事
業
者
の
連
携

に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
維
持
に
必
要
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成
を
目
指
す
。
ま
た
、

関
係
者
間
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
内
容

を
見
直
す
た
め
の
物
流
に
お

け
る
訓
練
の
実
施
な
ど
も
検

討
し
て
い
く
方
針
だ
。

　
物
流
会
社
の
中
で
も
、
物

流
施
設
の
運
営
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
動
き
が

拡
大
し
て
い
る
。
鴻
池
運
輸

は
、
大
手
医
薬
品
卸
が
３
億

円
を
投
じ
て

年
１
月
に
鹿

児
島
県
内
に
完
成
さ
せ
る
物

流
施
設
の
運
営
な
ど
を
受

託
。
こ
の
物
流
施
設
に
お
い

て
、
独
自
開
発
し
た
ピ
ッ
キ

ン
グ
カ
ー
ト
「
Ｋ
カ
ー
ト
」

を
導
入
す
る
。
Ｋ
カ
ー
ト
は

音
声
通
知
機
能
な
ど
を
搭
載

す
る
ほ
か
、
手
動
走
行
に
よ

り
電
力
の
使

用
量
を
抑
え

る
な
ど
、
災

害
発
生
時
の

停
電
や
電
力

不
足
な
ど
に

対
応
。
災
害

発
生
で
需
要

が
高
ま
る
医

薬
品
の
物
流

網
の
維
持
を

図
る
。
Ｋ
カ
ー
ト
は
ピ
ッ
キ

ン
グ
と
同
時
に
自
動
で
検
品

も
行
う
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
な
ど
、
仕
分
け
作
業
の
効

率
化
を
図
っ
て
お
り
、
人
件

費
な
ど
３
割
程
度
低
減
で
き

る
と
い
う
。
同
施
設
に
は
Ｋ

カ
ー
ト
を

台
導
入
す
る
予

定
だ
。

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ９月２４日 水曜日 　　

　
三
菱
倉
庫
は

年
３
月
に

医
薬
品
専
用
の
倉
庫
「
三
郷

２
号
配
送
セ
ン
タ
ー
」

埼

玉
県
三
郷
市

の
稼
働
を
始

め
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
建
築

基
準
法
の
規
定
を
上
回
る
耐

震
構
造
や
太
陽
光
発
電
設
備

の
設
置
な
ど
、
「
災
害
に
強

い
エ
コ
倉
庫
」
と
し
て
高
い

事
業
継
続
能
力
を
確
保
し
て

い
る
の
が
最
大
の
特
徴
だ
。

　
強
固
な
耐
震
構
造
に
加
え

非
常
用
発
電
機
や
自
家
用
給

油
所
を
設
置
す
る
な
ど
、
災

害
へ
の
対
応
力
を
高
め
て
い

る
。
営
業
倉
庫
と
し
て
は
最

大
規
模
と
な
る
出
力
５
３
０

の
太
陽
光
発
電
設
備
や
、

高
効
率
の
空
調
機
器
を
設
置

す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
環

境
負
荷
の
低
減
に
も
配
慮
し

た
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
関
連
業
務
へ
の
対

応
で
は
、
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム

事
業
を
得
意
と
し
て
全
国
１

２
４
拠
点
で
展
開
す
る
押
入

れ
産
業

東
京
都
港
区

で

も
注
力
し
て
い
る
。
同
社
で

は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
を
企
業
向
け

に
掲
げ
る
こ
と
で
昨
年
か
ら

今
年
に
か
け
て
、
全
国
の
加

盟
店
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
て
、
受
注
の
増
加

に
成
功
し
た
。

　
一
方
、
製
造
業
を
中
心
と

し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
背
景
に
倉

庫
各
社
の
海
外
展
開
は
さ
ら

に
加
速
し
て
い
る
。
三
井
倉

庫
は
７
月
に
韓
国
・
釜
山
の

物
流
施
設
「
韓
国
釜
山
新
港

物
流
セ
ン
タ
ー
」
を
稼
働
し

た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
釜
山
新

港
の
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
隣
接
す
る
自
由
貿
易
地
域

に
立
地
し
て
お
り
、
自
由
貿

易
地
域
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
、
非
居
住
者
名
義
に
よ
る

保
管
、
保
税
状
態
で
の
流
通

加
工
な
ど
の
付
加
価
値
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
。

　
三
井
倉
庫
は
ア
ジ
ア
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
地
域
に
お
け
る
集

中
的
な
投
資
を
展
開
し
て
お

り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
中
国

で
も
物
流
施
設
の
新
設
や
増

設
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
新
た
な
施
設
が
完
成
す
る

と
、
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

地
域
の
物
流
施
設
規
模
は
、

年
末
時
点
の

万
７
０
０

０
平
方

か
ら

万
８
０
０

０
平
方

と
、
約

％
増
加

す
る
見
通
し
だ
。


